
令和８年第２回定例会の議決結果
議案番号 件　　　名 採決結果

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 承 認
議案第２号 いすみ市公告式条例の一部を改正する条例の制定について 可 決
議案第３号 いすみ市税条例の一部を改正する条例の制定について 可 決
議案第４号 いすみ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可 決

議案第５号 いすみ市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 可 決

議案第６号 いすみ市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可 決

議案第７号 令和８年度いすみ市一般会計補正予算（第１号） 可 決

議案第８号 いすみ市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可 決
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について（桑門亮明氏） 同 意
諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について（渡邉康志氏） 同 意
諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について（田邉仁子氏） 同 意

請願第１号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請
願書 採 択

請願第２号 「国における 2027 年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関す
る請願書 採 択

発議第１号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について 可 決
発議第２号 国における 2027 年度教育予算拡充に関する意見書について 可 決

議議
会会
だだ
よよ
りり  

第第
8833
号号

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

主
な
議
決
内
容

〇
令
和
８
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
１
億

６
８
６
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
１
９
２
億

８
６
６
９
万
３
千
円
と
す
る
こ
と
は
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
桑
門
亮
明
氏
、
渡
邉
康
志

氏
、
田
邉
仁
子
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
定
例
会
が
６
月
２
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
の
18

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
８
年

度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
ほ
か
７
議

案
及
び
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
が
審
議
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
、
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
請
願
第
１
号
及
び
請
願
第

２
号
に
つ
い
て
は
、
採
択
し
、
国
会
等
へ
の
意
見
書
が
可

決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
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黒 須 美 智 雄 議員 プラスチック資源の分別／財政と将来世代への投資

せ ん だ 雄 太 議員 薬剤師の専門性と独立性を活かした高齢者の健康支援体制 

元 吉 栄 一 議員 津波対策

井 上 ひ ろ み 議員 物価高騰から市民の命と暮らしを守る施策／多文化共生 

山 口 朋 子 議員 プラスチックごみ分別に伴う市の行政運営／学校の防火シャッターの安心安全 

峰 島 正 広 議員 公共施設のバリアフリー再整備／自転車安全教育及び広報活動の強化

太 田 雅 彦 議員 小中学校の今後の運営方針／ＡＥＤ設置場所の地図や講習会等の実施状況 

田 井 秀 明 議員 中東情勢悪化に伴う医療・福祉資材の備え／市の自治体間連携／麻しん（はしか）
対策／入札落札差金の取り扱い 

　第２回定例会の一般質問は、６月４日に８名の議員から市政に関する諸問題についての質
問があり、活発な議論が展開されました。ここでは、主な質問及び答弁の一部を掲載します。
　なお、一般質問及び議案審議状況等の会議録をご覧になりたい方は、市のホームページ、
いすみ市図書館又は夷隅文化会館及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。 

（第２回定例会の会議録は９月上旬に公開を予定しています。） 

こちらの二次元
コードからも会
議録検索・閲覧
ができます

　
６
月
10
日
及
び
11
日
に
各
常

任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員

会
付
託
さ
れ
た
議
案
及
び
請
願

を
審
査
し
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
令
和
８
年
度
い

す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に

お
け
る
主
な
質
疑
及
び
答
弁
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。 

問 

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
伝
統
文
化
の
継
承
に

対
し
て
の
備
品
購
入
と
は
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
。 

答 

宝
く
じ
助
成
事
業
で
採
択

さ
れ
た
行
政
区
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
、
お
は
や
し
で
使
用

す
る
、
獅
子
舞
な
ど
の
備
品

や
衣
装
な
ど
で
す
。 

問　
岬
ふ
れ
あ
い
会
館
自
家
発
電

設
備
改
修
工
事
の
内
容
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。 

答　
自
家
発
電
機
の
バ
ッ
テ
リ
ー

12
台
の
交
換
を
含
む
修
繕
と
な

り
ま
す
。 

問　
食
育
推
進
委
員
の
構
成
及
び

第
１
期
食
育
計
画
の
結
果
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。 

答　
委
員
数
は
14
名
で
、
市
職
員

を
除
く
10
名
分
の
報
償
費
を
予

算
化
し
ま
し
た
。
委
員
構
成
の

内
訳
は
、
農
業
や
漁
業
、
商
工

団
体
に
関
す
る
団
体
、
食
生
活

改
善
団
体
、
食
育
の
推
進
に
関

す
る
団
体
、
学
校
給
食
関
係
の

団
体
で
す
。
ま
た
、
第
１
期
食

育
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
及
び

保
護
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
結
果
を
集

計
後
、
計
画
の
検
証
を
行
い
、

検
証
結
果
を
基
に
第
２
期
食
育

計
画
に
反
映
さ
せ
策
定
す
る
予

定
で
す
。 

委
員
会

審
査報告

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

の
分
別

の
分
別  黒

須
美
智
雄

黒
須
美
智
雄  

議
員
議
員  

薬
剤
師
の
専
門
性
と
独

薬
剤
師
の
専
門
性
と
独

立
性
を
活
か

立
性
を
活
か
し
た
高
齢
者

し
た
高
齢
者

の
健
康
支
援
体
制

の
健
康
支
援
体
制

せ
ん
だ
雄
太

せ
ん
だ
雄
太  

議
員
議
員  

津
波
対
策

津
波
対
策元

吉
栄
一

元
吉
栄
一  

議
員
議
員

黒
須
議
員　
月
１
回
の
収
集
に

よ
って
保
管
場
所
や
ご
み
出
し

が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

現
状
を
ど
う
把
握
し
、
ど
の

よ
う
な
見
直
し
や
負
担
軽
減

策
を
検
討
し
て
い
く
の
か
伺
い

た
い
。 

環
境
保
全
課
長　
日
頃
の
問
合

せ
や
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ご

み
収
集
業
務
の
状
況
等
を
通

じ
て
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な

ど
の
収
集
回
数
の
見
直
し
に

向
け
、
家
庭
ご
み
の
収
集
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
　

今
後
は
、
市
民
の
方
々
の

ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
収
集
業
務
な
ど
を
総
合

的
に
検
証
し
な
が
ら
、
市
民

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
収

集
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

せ
ん
だ
議
員　
在
宅
訪
問
薬
剤

師
を
活
用
し
た
高
齢
者
見
守

り
事
業
への
見
解
を
伺
い
た
い
。

健
康
高
齢
者
支
援
課
長　

現

在
、
薬
剤
師
会
と
し
て
市
内

薬
局
の
一
部
が
高
齢
者
を
含

む
患
者
様
へ
訪
問
相
談
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
薬
剤
師

が
訪
問
す
る
こ
と
で
、
定
期

的
な
安
否
確
認
が
行
わ
れ
て

お
り
、
市
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
で
重
要
な
役

割
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
医
療

の
範
囲
内
で
の
連
携
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
は
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
必
要
に

応
じ
て
医
療
と
介
護
を
連
携

し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
市

が
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
見

守
り
活
動
事
業
な
ど
と
連
携

が
で
き
る
よ
う
に
、
薬
剤
師
会

元
吉
議
員　
市
は
日
在
地
区
の

津
波
避
難
道
路
の
外
田
踏
切

と
接
す
る
部
分
を
拡
幅
す
る

た
め
の
測
量
を
行
っ
て
い
た

が
、
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

建
設
課
長　
外
田
踏
切
に
通
じ
る

カ
イ
ン
ズ
脇
の
市
道
３
２
９
８

号
線
は
、
津
波
避
難
道
路
整

備
箇
所
と
し
て
位
置
づ
け
、
計

画
延
長
１
７
２
．
７
メ
ー
ト
ル

に
対
し
１
２
９
メ
ー
ト
ル
の
整

備
が
完
了
し
、
現
在
外
田
踏

切
を
含
め
た
43
．７
メ
ー
ト
ル
が

未
整
備
と
なって
い
ま
す
。

　
　

市
で
は
、
令
和
６
年
度
よ

り
Ｊ
Ｒ
と
踏
切
拡
幅
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
て
お
り
、
今
年

度
、
市
に
お
い
て
踏
切
前
後
の

市
道
部
分
の
詳
細
設
計
が
完

了
す
る
見
込
み
で
す
。
今
後

は
、
用
地
測
量
及
び
用
地
交

渉
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

答　
市
民
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
収
集
体
制
の

構
築
に
努
め
て
い
く
。 

答　
医
療
と
介
護
を
連
携

し
て
、
薬
剤
師
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

答　
踏
切
前
後
の
市
道
部

分
の
詳
細
設
計
が
完
了

す
る
見
込
み
。
用
地
測

量
及
び
用
地
交
渉
に
移

行
す
る
予
定
。

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
踏
切
の
拡
幅
設
計

に
つ
い
て
は
、
今
後
Ｊ
Ｒ
が
実

施
す
る
予
定
で
す
が
、
詳
細

な
時
期
は
未
定
で
す
。
引
き

続
き
Ｊ
Ｒ
と
踏
切
拡
幅
の
実

施
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
命

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
施
策

と
暮
ら
し
を
守
る
施
策

井
上
ひ
ろ
み

井
上
ひ
ろ
み  

議
員
議
員  

井
上
議
員　
長
引
く
物
価
高
騰

で
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

副
市
長　
近
年
の
物
価
高
騰
に

よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
生
活

が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
と

し
て
も
重
く
認
識
し
て
お
り
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
こ

れ
ま
で
、
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
今
後
も
食
料
品
や
日
用
品

に
限
ら
ず
、
生
活
支
援
と
な

答　

国
・
県
の
動
向
等
を

注
視
し
つ
つ
、
交
付
金

の
有
効
活
用
を
図
る
な

ど
、
今
後
も
検
討
し
、

対
応
し
て
い
く
。

る
対
策
に
つ
い
て
、
国
・
県
の

動
向
等
を
注
視
し
つ
つ
、
交

付
金
の
有
効
活
用
を
図
る
な

ど
、
効
果
的
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
分
別

み
分
別

に
伴
う
市
の
行
政
運
営

に
伴
う
市
の
行
政
運
営  

山
口
朋
子

山
口
朋
子  

議
員
議
員  

山
口
議
員　
高
齢
者
や
分
別
が

困
難
な
方
へ
の
分
別
啓
発
や

支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
か

伺
い
た
い
。

環
境
保
全
課
長　
高
齢
者
や
分

別
が
困
難
な
方
への
分
別
啓
発

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
で

き
る
だ
け
文
字
を
大
き
く
し
、

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
活
用
し
視

認
性
を
高
め
る
な
ど
、
よ
り
見

や
す
く
理
解
し
や
す
い
啓
発

資
料
の
作
成
に
向
け
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
高
齢
世
帯
な
ど
分

別
が
困
難
な
世
帯
への
支
援
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
課
と

連
絡
を
図
り
、
本
市
の
実
情

や
支
援
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
他
の
自
治
体
の
先
行
事

答　
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
支
援
策
を
検
討
し
て

い
く
。
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議
会
の
傍
聴
は
、
市
役
所

大
原
庁
舎
４
階
議
会
事
務

局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

編集　議会だより編集委員会
ＴＥＬ ０４７０- ６２-１４０６

こちらの二次元コード
からも、いすみ市議会
のホームページを閲
覧できます

第
３
回
定
例
会
日
程（
予
定
）

８
月
25
日 

㈫ 

10
時	

開
会

	

議
案
の
上
程

　
　
27
日 

㈭ 

10
時	

一
般
質
問

９
月
１
日 

㈫ 

10
時	

議
案
審
議

　
　
２
日 

㈬ 

９
時	

常
任
委
員
会

　
　
３
日 

㈭ 

９
時	

常
任
委
員
会

　
　
７
日 

㈪ 

９
時	

決
算
委
員
会

　
　
８
日 

㈫ 

９
時	

決
算
委
員
会

　
　
18
日 

㈮ 

10
時	

委
員
長
報
告

	

議
案
審
議

	

閉
会

例
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
支
援
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
バ
リ
ア

公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
再
整
備

フ
リ
ー
再
整
備  

峰
島
正
広

峰
島
正
広    

議
員
議
員  

中
東
情
勢
悪
化
に
伴
う

中
東
情
勢
悪
化
に
伴
う

医
療
・
福
祉
資
材
の
備
え

医
療
・
福
祉
資
材
の
備
え  

田
井
秀
明

田
井
秀
明    

議
員
議
員  

全
国
市
議
会
議
長
会

全
国
市
議
会
議
長
会

永
年
在
職
議
員

永
年
在
職
議
員

を
表
彰

を
表
彰

小
中
学
校
の
今
後
の

小
中
学
校
の
今
後
の

運
営
方
針

運
営
方
針  太

田
雅
彦

太
田
雅
彦    

議
員
議
員  

峰
島
議
員　

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
と

手
す
り
の
併
設
を
阻
む
「
技

術
的
壁
」
が
あ
っ
た
場
合
、

専
門
家
や
施
工
業
者
を
交

え
、
点
字
ブ
ロッ
ク
の
移
設
や

自
立
式
手
す
り
の
導
入
な
ど
、

設
置
に
向
け
た
具
体
的
な
検

討
を
行
う
考
え
は
な
い
か
伺

い
た
い
。

副
市
長　

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
と
手

す
り
の
併
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
施
設
ご
と
の
設
計
条
件

や
敷
地
形
状
等
に
よ
り
、
物

理
的
な
制
約
が
生
じ
て
い
る

場
合
が
あ
る
こ
と
は
認
識
を

し
て
お
り
ま
す
。
技
術
的
壁

が
あ
っ
た
場
合
に
は
自
立
式
手

す
り
の
導
入
や
点
字
ブ
ロッ
ク

の
配
置
見
直
し
な
ど
、
具
体

的
な
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

今
後
も
全
て
の
市
民
が
安

田
井
議
員　
マ
ス
ク
、
手
袋
、

感
染
防
護
具
、
医
療
チ
ュ
ー

ブ
類
な
ど
の
供
給
停
止
や
著

し
い
価
格
高
騰
が
起
き
た
場

合
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
想
定
し
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

健
康
高
齢
者
支
援
課
長　
国
は

中
東
情
勢
の
悪
化
を
受
け
、

影
響
を
受
け
る
医
薬
品
、
医

療
機
器
、
医
療
物
資
等
の
確

保
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し

た
。
対
策
本
部
で
は
医
療
や

介
護
施
設
と
の
相
互
の
情
報

共
有
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

対
応
と
し
て
、
医
療
用
手
袋

太
田
議
員　
予
想
さ
れ
る
児
童

数
の
減
少
や
地
域
性
な
ど
か

ら
、
市
立
小
中
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

教
育
長　
学
校
は
歴
史
あ
る
地

域
文
化
の
拠
点
で
あ
り
、
防

災
や
交
流
を
支
え
る
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
核
で
も
あ
り
ま
す
。
地

域
の
実
情
や
保
護
者
、
地
域

の
皆
様
の
ご
意
見
を
丁
寧
に

お
聞
き
し
な
が
ら
、
最
善
の

教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
市
の
教
育
の
振
興
に
関
す

る
大
綱
で
は
、
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
有
意
義
な
人
生
の
実
現
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。

答　

必
要
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
環
境
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

答　

中
東
情
勢
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
国
や
県

と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

答　

小
中
学
校
の
在
り
方

を
具
体
的
に
検
討
す
る

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

心
し
て
利
用
で
き
る
、
よ
り

安
全
な
公
共
施
設
と
な
る
よ

う
、
必
要
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　

今
後
も
避
け
ら
れ
な
い
人

口
減
少
と
少
子
化
の
中
で
、

大
綱
の
理
念
を
具
現
化
す
る

た
め
、
よ
り
望
ま
し
い
学
習

環
境
の
維
持
向
上
に
向
け
、

市
内
の
小
中
学
校
の
在
り
方

を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

５
千
万
枚
の
国
の
備
蓄
放
出

を
決
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

ま
た
、
価
格
高
騰
が
起

き
た
場
合
と
の
こ
と
で
す
が
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
施
設
に

つ
い
て
は
県
や
市
が
４
月
よ
り

物
価
高
騰
対
策
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
動
向

を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

中
東
情
勢
に
よ
る
影
響
等
、

国
レ
ベ
ル
の
問
題
に
つ
い
て
は

常
に
最
新
情
報
を
取
得
し
な

が
ら
、
国
や
県
と
連
携
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
全

国
市
議
会
議
長
会
第
１
０
２
回

定
期
総
会
に
お
い
て
、
石
川
光

男
議
員
が
特
別
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

石
川
光
男 

議
員

議
員
在
職
25
年
以
上
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